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コロナ禍を経て、オフィスワーカーの働き

方は大きく変化している。度重なる緊急事態

宣言発令と外出自粛を受けて、在宅ワークを

経験するワーカーは増えている。それまで

の「オフィスで働き、自宅に帰る」から「自

宅中心で働く」スタイルへの変更を余儀なく

され、戸惑いながら仕事を進めた方もいらっ

しゃるだろう。そのような中、在宅ワーク用

のICTインフラ整備も徐々に進み、ウェブ

会議参加や個人業務もやりやすくなってきて

いる。同時に「朝の通勤時間をウォーキング

に充てている」「家族と一緒にランチを楽し

んでいる」「仕事を終えた後、資格試験の勉

強をしている」など、時間を上手に使い生活

を充実させる人も見られる。一見すると、テ

レワークで全てが賄える時代がやってきたよ

うだが、今後オフィスはワーカーにとって必

要なくなってしまうのだろうか。

アンケートによると、テレワークを経験し

たワーカーの46％は、今後「週3日以上はオ

フィスに出社したい」と答えている（図1）。

また「オフィスに期待すること」として「さ

まざまな部署の人とコミュニケーションがと

れること」「仕事に関係する情報が常に入って

くること」「会議等がスムーズに開催できる

ようになること」が上位にきている（図2）。

オフィスでフロア移動の際、偶然出会った他

部署の人とのちょっとした雑談から仕事につ

ながる話に発展した、オフィ

スでパソコンを打っていたら

近くの会話が小耳に入ってき

て自然と情報を得ることがで

きたなど、オフィスならでは

の経験をされた方も多いので

はないだろうか。また、ウェ

ブ会議が主流になってきたと

はいえ、お互いの顔を直接見

ながら身ぶり手ぶりを交えて

のリアルな会議は、意図の伝
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わりが速い／安心して話

せるなどの声もよく耳に

する。これからのオフィ

スづくりでは「あえてオ

フィスで実現したいこと

は何か」をしっかり話し

合い、自社にとってのオ

フィスの役割を明確にす

ることが、いままでより

も重要性を増してくるだ

ろう。

コクヨの新オフィス

「THE CAMPUS」では、

ニューノーマル時代に向けて、新しいオフィ

スづくりを始めている。チームの一体感を高

める「チームビルディング」エリア、思考に

没頭できる「高集中ワーク」エリア、外部と

のつながりを育む「社外関係構築」エリア

など、オフィスで実現したいアクティビティ

（行動要素）を七つに分類し、ワーカーの業

務や特性に合わせてワークプレイスをデザ

インしている。これらは一度完成したら終わ

り、ではなく運営しながら常に最適なスタイ

ルに進化させている。御社のこれからのオ

フィスづくりのヒントがたくさん詰まった

「THE CAMPUS」にも、ぜひ遊びに来てい

ただきたい。

カーテンで仕切られたオープンなミーティング席では、たまたま会話を耳にした他
部署のメンバーが飛び入りで参加することも
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